
2024年度前期 開講学科別集計結果表 常葉大学
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▼全学部共通の質問項目
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▼教員個人レベルの質問項目
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220 377 185 127 77
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▼学科設問
479 382 82 35 5

48.7 38.9 8.3 3.6 0.5
488 387 79 29 3

49.5 39.2 8.0 2.9 0.3
500 375 85 23 3

50.7 38.0 8.6 2.3 0.3
478 388 86 30 5

48.4 39.3 8.7 3.0 0.5
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この授業の学修を通して、人間理解や対人援助に関わる技
術やノウハウを身に付けることができた

4.32 987 1

9

【対面授業の場合】
 この科目は対面で受講することが適切であった
【ポータルサイト等を活用した授業（オンライン授業）の場合】
 この科目はオンラインで受講することが適切であった
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14
必要に応じて学生の受講態度への注意を適切に行って
いた

4.19 987 1

15 この授業のシラバスを読みましたか 3.54 986

986 2

18
この授業の学修を通して、人間理解や対人援助に関わる理
論や研究への関心を高めることができた

4.37 986 2

6 この科目の難易度は適切であった 4.19 984 4

13 学生の反応や理解を確認しながら授業を展開していた 4.32 987 1

4.1112
学生に質問や意見を求める、発表の機会を設けるなど
授業への参加を促していた

16
この授業の学修を通して、関連の資格にかかわる資質・能
力を高めることができた

4.32

8 2

3
周りの学生の熱意が感じられた（熱心に授業に参加して
いた）

4.02 987 1

2

5 シラバスに則した内容の授業が行われていた 4.33 988 0

この授業に対する授業時間外学修にどの程度の時間を
費やしましたか（１回の授業の前後）

2.42 986

この科目は学部・学科の学びを深める上で有益であった 4.57 9867

2

1
学修環境（プロジェクタ・音響・空調・照明・静粛性）
は良好であった

4.42 985 3

クラスサイズ（受講者数）やグループサイズは適切で
あった

4

2

開講学科 心理教育学科
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4.34

17
この授業の学修を通して、人間理解や対人援助に必要な実
践や取組への理解を深めることができた

4.35

3

教員の話し方は明瞭で聴き取りやすかった10

板書、スライド、配布資料などは適切であった

985
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設問文 平均No.

987 1
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回答者数／構成比（％）
1年 2年 3年 4年 無効回答
429 409 102 48 0
43.4 41.4 10.3
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この科目は自らのキャリア形成や将来を考える上で役
立った
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常葉大学・常葉大学短期大学部 

2024年度前期授業アンケート 学科別集計結果表に対する講評 

学科／課程 心理教育学科 

講評者 心理教育学科長 長屋 佐和子 

 

設問 講評 

設問 1～3 

「全学部共通の質問

項目」について 

学修環境（プロジェクタ・音響・空調・照明・静粛性）やクラスサイズ

（受講生数）については、全学に対するアンケート結果と同様に４点を

超える良好な結果となった。草薙キャンパスの施設に対しては、総じて

高評価であることが伺える。また、授業に参加している学生の熱意につ

いても高い評価となっている。 

設問 4～9 

「学部レベルの質問

項目」について 

学部レベルの質問項目では、心理学の学びを深める上で有効な授業が多

く、授業構成がよいとの評価が得られた。心理学の授業の特徴として、

実験や実習などが多く、得られた結果や体験についてグループでディス

カッションをしたり、教師からのコメントが伝えられたりしている。こ

のような対面での授業構成によって、高い評価が得られたと思われる。

その反面、授業外学修の時間が少ない傾向があるため、授業の予習・復

習を促す取り組みが求められる。 

設問 10～15 

「教員個人レベルの

質問項目」について 

教員個人に対する質問項目では、板書やスライドなども適切で見やすい

との評価が得られている。また、学生の反応や理解度を確認しながら授

業を行っていることが高く評価された。その一方で、シラバスを読まず

に参加している学生が多いことが示されたため、今後はガイダンス等で

シラバスを確認した上で履修するよう指導する必要がある。 

設問 16～ 

「学科設問」につい

て（該当学科のみ） 

本学科独自の設問は、学修を通して、人間理解や対人援助につながる資

質・能力の獲得、実践・取り組みに対する理解、理論や研究への関心、

対人援助の技能やノウハウが身についたか、といった内容で構成されて

いる。これらすべての項目で 4.3 点以上の高い評価となり、本学科にお

いて、地域貢献や対人援助に活かすための心理学教育を目標に教育を実

践した結果が反映されたと考えられる。 

 


